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１．研究計画の概要
本研究は、人々がどのようにして、様々な

＜悪＞の観念を分別し、理由づけ、序列化し
ていくのかについて、社会学的な見地から実
証的に明らかにすることを目的としている。
(1) 広範な＜悪＞の観念に着目することで、
道徳意識の多元性と重層性を理論化する。
(2) 縦断的調査研究によって、＜悪＞のグレ
ースケールの発達的生成と時代的変容のプ
ロセスを明らかにする。
(3) 比較文化的な調査研究によって、＜悪＞
のグレースケール形成をめぐる文化的共通
性と差異を経験的に明らかにする。
(4) ＜悪＞のグレースケール形成について
の知見を、学校での道徳教育や矯正教育、裁
判員制度などへ応用する可能性を検討する。

２．研究の進捗状況
(1) 道徳意識の形成に関する旧来のモデル
（内面化モデル、構造主義モデル）は、モノ・
メタファーに依拠していたために、道徳意識
の多元性や適応力を見逃してきた。これに対
して本研究では、免疫系のメタファーに基づ
いて、モジュールによる防衛システム形成と
いう観点から道徳意識形成の理論化を図っ
た。
(2) 非行認識に関する縦断的調査研究をもと
に、喫煙規範の発達的生成と時代的変容のプ
ロセスを明らかにした。喫煙規範は、中高生
になると自己裁量の問題領域として先取り
的に弛緩されていく。歴史的には様々な問題
帰属が行われてきたが、近年は、自己裁量の
問題から他者危害への問題への転換が行わ
れつつある。
(3) 国際比較調査のデータアーカイブを利用
して、政治的・社会的な問題意識が決して一

枚岩ではなく、複数の異なるフレームからモ
ジュール的に構成されていることを明らか
にした。このうち、青年期には、個人の自由
や革命、世代交代などに関する関心が高まる
一方で、政党活動や秩序維持に対する関心が
低下する傾向が見られた。これらの観点から、
青年期の政治的無関心にみられる普遍性と
文化的多様性を一貫して明らかにする道筋
を示した。
(4) 旧来の道徳意識論は、＜悪＞を回避する
ことや拒絶することに、焦点を合わせてきた。
しかし、そうした教育方法は、人間社会をよ
りナイーヴなものにしてしまう。本研究では、
＜悪＞のグレースケール形成についての知
見をもとに、＜悪＞の分類や序列性を強調す
る道徳教育のスタイルを提唱した。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。

(理由)ミシガン大学主幹の ICPSR データ
アーカイヴを利用することで、道徳意識の文
化的多様性と普遍性に関する実証的研究が
格段に進んだ。また進化心理学者や神経科学
者との交流によって、隣接分野での知見から
大きな知的刺激を受けることができた。

４．今後の研究の推進方策 
 三中信宏の「系統樹思考」に基づいて、＜
悪＞の観念の個体発生を定式化することに
したい。この方法を用いるのは、パターン分
類かプロセスか、普遍性か文化的多様性かと
いう 2項対立を超えて、道徳意識の生成メカ
ニズムを明らかにしたいと考えるからであ
る。また、できれば、Eye－Tracking やｆMRI
実験によって、上述の知見を補強していきた
い。 
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